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第４回白川市街部景観・利活用検討会の開催

大甲橋～明午橋間（通称「緑の区間 ）は、昨年度より本格的な河川工」

事に着手しておりますが、より具体的な整備内容や維持管理について地域

の皆様とともに整備・維持管理について検討するために 「白川市街部景、

観・利活用検討会」を設けています。本検討会は 「分会」において地域、

の方々から直接ご意見をいただき 「検討会（全体会 」において左右岸、 ）

両方の整備について地域住民の代表者、有識者等で検討しています。

今回は、工事の進捗状況を説明するとともに、分会、ワーキンググルー

プにおける検討内容を報告し、具体的な整備方法・維持管理のあり方の案

をとりまとめます。

左岸（新屋敷側） 右岸（水道町側）

１．開催日時・場所

日時:平成２３年 ３月 ９日（水）１５:００～１７：００（予定）

熊本市東子飼町８－５５場所:白川地域防災センター(白川わくわくランド)

（TEL・FAX：096-346-5454）

国土交通省 熊本河川国道事務所 調査第一課 北嶋、梶原２．問合せ先：

〒861-8029 熊本市西原1丁目12-1 TEL:096-382-1111 FAX:096-382-4253



大甲橋～明午橋間（緑の区間）における検討経過

提案

白川市街部

景観・親水検討会

植栽配置、施設計画について、専門家による検討グループに

より対象区間の具体的な整備を検討

植栽検討、施設計画検討

ワーキンググループ

白川市街部

景観・利活用検討会

●全体会
【目的】 地域住民の代表者及び専門家により整備方法、維持管理のあり方について

検討する。

【委員】 自治会長４名、専門家４名
●分会
【目的】 各ワーキンググループで検討した整備（案）・維持管理（案）

について地域住民の方から意見を伺う。
【対象】 地域住民の方々

H14.11.28～
H16.3.9

H16.9.14～ 引き続き開催

H19.2.6～

検討会より提案頂いた具体的な整備方法、維持管理のあり方を

受け、緑の区間の整備手法を決定する。
河川管理者

（参考）

【目 的】 景観・親水の設計の基本的考え方を提案いただく。

【検討委員】 自治会長等４名、専門家８名 計１２名

【検討結果】 ・景観、植栽、親水性に関し基本的考え方を決定

・樹木植栽の配置、施設計画、石積み護岸形式については更に専門家の意見を

聞き検討する。

・利用、維持管理、防犯面に関する今後の課題を整理した。


